
平成 15 年度

平成 31 年度

【局評価】 【財務局評価】

どのような課題や問題点があったか 財務局として、成果や課題などについて、どう考えたか

根拠法令等

局として、事業をどうしていきたいか

29年度予算で、どのように対応したか

千円

千円 千円

千円 千円

歳入 29年度予算額 3,951 

歳出 29年度予算額

移管・終了

29年度見積額 - 29年度見積額 3,951 千円

歳
出

27年度決算額 10,885 千円

28年度予算額 - 28年度予算額 12,968 千円

3,951 

-

○　システム改修後の運用をクラウド上のレンタルサー
　バに見直すことで、維持管理経費の大幅な縮減を図
る。
○　経費縮減により生み出した財源を用いて、子育て世
　代への周知策を実施する。具体的には、こども医療ガ
　イドの「ＰＲカード」を作成し、区市町村に対し、母
　子手帳交付時に配布される「母と子の健康バッグ」に
　継続的に当該ＰＲカードを封入してもらうことで、子
　育て世代への普及啓発を強化する。

６

拡大・充実 見直し・再構築

東京都こども医療ガイド運営委員会設置要綱

２ どのように取り組み、どのような成果があったか ４

１ どのような経緯で事業を始めたか、何を目指すのか ３ ５

○　子育てに際して直面する様々な健康上の問題につ
　いてインターネット等で手軽に利用できる「こども
　医療ガイドシステム」を開発し、子育てに関するア
　ドバイスや乳幼児の健康、医療に関する情報提供を
　行うことで、育児経験の少ない親の子育てを支援す
　る。

○　こども医療ガイドについては、子育て世代への周知
　が重要であるところ、近年では、ポスター配布等の一
　過性の普及啓発のほかは、東京都広報のみでの広報活
　動にとどまっており、周知が不十分となっていた。

○　こども医療ガイドは一定数の利用者はいるものの、
　都民調査で78.3％（平成26年度）が「知らない」と回
　答するなど、認知度が低い状況にある。

○　改修したシステムの有効活用や子育て世代のより一
　層の利用を促進していく必要がある。

〇　こども医療ガイドについては、アクセス件数の増加
　を目指し、利用者の利便性向上のため、システム改修
　を進めてきた。

〇　アクセス件数は増加傾向にあるものの、認知度はい
　まだ低い状況にある。

拡大・充実 見直し・再構築 移管・終了 その他○　こども医療ガイドシステムの活用促進に向けて、
　アクセス件数を増加させる取組として、これまで普
　及啓発ポスターの作成やイベントでの普及啓発グッ
　ズの配布を行ってきた。

○　近年の情報通信技術の進展への対応として、
　平成27・28年度において、システム改修を実施、ホ
　ームページの全面リニューアルやスマートフォン対
　応を行った。

その他

〇　子育て世代への周知にあたっては、システム運用経
　費の縮減により生み出された財源を活用しており、効
　率的な事業実施が見込まれることから、局案のとおり
　予算を計上する。

歳
入

27年度決算額

事業評価票

89
医療ガイドシステム 事 業 開 始

（福祉保健局医療政策部／一般会計） 事 業 終 期

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

ＴＯＰページ

アクセス件数

（年度別）

84,989 73,464 65,805 57,975 52,844 92,097 121,605 104,593

(千円）

29見積額 28予算額 増減額

委託料

（システム維持管理費等）
1,945 10,350 △8,405

使用料及び賃借料

（サーバリース費）
0 2,618 △2,618

一般需用費

（PRカード作成費等）
2,006 0 2,006
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